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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 5,123 24.0 △197 － △216 － △247 － 

28年３月期第２四半期 4,131 △24.8 △438 － △410 － △405 － 
 
（注）包括利益 29年３月期第２四半期 △475 百万円 （－％）   28年３月期第２四半期 △401 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第２四半期 △19.93 － 

28年３月期第２四半期 △32.67 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期第２四半期 11,266 3,852 34.2 310.18 

28年３月期 12,497 4,327 34.6 348.44 
 
（参考）自己資本 29年３月期第２四半期 3,852 百万円   28年３月期 4,327 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

29年３月期 － 0.00       

29年３月期（予想）     － 0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 12,000 10.1 320 130.2 350 57.7 300 566.7 24.15 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）           、除外  －社  （社名） 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見

積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期２Ｑ 12,969,000 株 28年３月期 12,969,000 株 

②  期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 549,573 株 28年３月期 548,510 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 12,420,215 株 28年３月期２Ｑ 12,420,963 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続きは終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手できる情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績の予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたって

の注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。 

 

（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法） 

 当社は、平成28年11月25日（金）にアナリスト向け説明会を開催する予定です。 

 当日使用する決算説明会資料につきましては、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国の内需の底堅さなどから景気回復が続いておりました

が、米国、欧州では内向きの政治リスク、地政学的リスクが高まり、中国などの新興国においては、一時期の急

激な景気冷え込みは脱したものの、投資、消費ともに牽引役の不足に伴う経済成長率の鈍化が懸念されていま

す。

一方、わが国経済も、企業収益及び雇用・所得環境の回復により、緩やかな回復基調で推移しましたが、世界

経済の下振れリスクや、円高といった要因により、先行き不透明な状況となっています。

当社グループの主たる供給先である半導体業界は、企業のデータセンター向けやスマートフォンの高機能化に

よるメモリ関連の需要増加等から設備投資に動きが出ています。

こうした環境の中で、当社が開発したＷＬＰ（ウェハーレベルパッケージ)用コンプレッションモールド装置で

ある「ＷＣＭ-３００Ｌ」がスマートフォンの主要半導体のモールドプロセスに採用され量産寄与するなかで、唯

一の量産実績のある装置として評価をいただき、多くの半導体メーカーより引合い、受注を頂いております。ま

た、当社グループはＷＬＰをはじめとする先端パッケージ分野及び車載向けパッケージ分野など、当社の強みを

活かした分野に対して新規製品の開発を積極的に行いました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は5,123百万円（前年同四半期比24.0％増）、営業損失は197百

万円（前年同四半期は営業損失438百万円）、経常損失は216百万円（前年同四半期は経常損失410百万円）、親会

社株主に帰属する四半期純損失は247百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失405百万円）と

なりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。 
 

①電子部品組立装置 

電子部品組立装置の受注環境は高機能スマートフォンの需要等の影響により、ＷＬＰを始めとする新規パッケ

ージ向けモールド装置を中心に需要が高まり、受注は計画を上回り推移しましたが、利益率の高い装置の売上が

当初想定より下期に偏りました。また、新型のＷＬＰ用コンプレッションモールド装置及び車載向け対応装置等

の開発によりコストが嵩みました。

この結果、売上高は4,345百万円（前年同四半期比51.2％増）、セグメント利益は193百万円(前年同四半期はセ

グメント損失13百万円）となりました。
 

②電子部品 

一般半導体リードフレーム等の製造につきましては、価格面で厳しい環境が継続しております。また、ＬＥＤ

プリモールド基板事業は、新規顧客開拓及び合理化によるコスト削減を推進しましたが、ＬＥＤ市場の停滞によ

りＬＥＤリードフレームを含めて受注回復が遅れました。

なお、リードフレーム事業において、前年同四半期は、一部の製品で当社の外注加工費用を含む取引がありま

したが、商流変更により第２四半期連結累計期間は外注加工費用を除く取引となっております。この変更により

売上は160百万円程度減少しました。

この結果、売上高は548百万円（前年同四半期比38.0％減）、セグメント損失は104百万円(前年同四半期はセグ

メント損失144百万円）となりました。
 

③その他 

その他につきましては、リード加工金型及びリードフレーム用生産金型の販売であります。リードフレームを

使用する半導体の設備投資につきましては依然慎重であり、また、リード加工金型は当面の需要の一巡感もある

ことから低調に推移しました。

この結果、売上高は228百万円（前年同四半期比38.6％減）、セグメント利益は13百万円（前年同四半期比

65.2％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

(資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、11,266百万円（前連結会計年度末は12,497百万円）とな

り、前連結会計年度末と比較して1,230百万円減少いたしました。これは主に、現金及び預金の減少によるもの

であります。
 

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、7,414百万円（前連結会計年度末は8,169百万円）とな

り、前連結会計年度末と比較して755百万円減少いたしました。これは主に、支払手形及び買掛金の減少による

ものであります。
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（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、3,852百万円（前連結会計年度末は4,327百万円）とな

り、前連結会計年度末と比較して475百万円減少いたしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損

失の計上による利益剰余金と円高による為替換算調整勘定双方の赤字幅の拡大によるものであります。

なお、これらの要因により、自己資本比率は34.2％（前連結会計年度末は34.6％）となりました。
 

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末と比較

して1,505百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末には1,955百万円となりました。
 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、資金は1,510百万円の減少(前年同期間は65百万円の減少）となりました。これは主に税金

等調整前四半期純損失の計上、売上債権の増加及び仕入債務の減少によるものであります。
 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、資金は71百万円の減少(前年同期間は58百万円の増加)となりました。これは主に有形固定

資産の取得による支出によるものであります。
 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、資金は128百万円の増加(前年同期間は217百万円の減少)となりました。これは主に短期借

入金の増加によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期連結累計期間につきましては、電子部品組立装置においては、受注が計画を上回り推移しました

が、想定より納期が延びた案件が発生したこと、また、電子部品においてＬＥＤ関連製品で受注の回復が遅れて

いること、以上を主な要因として売上が前回予想を下回る見込みとなりました。 

損益面では、電子部品組立装置において、利益率の高い装置の売上が下期に偏ったこと、新型のＷＬＰ用コン

プレッションモールド装置、車載向け対応装置等の開発が多く、そのコストが嵩んだこと、以上を主な要因とし

て前回予想を下回る見込みとなりました。 

このような状況を踏まえ、第２四半期累計期間の連結及び個別の業績予想の見直しを行い、平成28年10月27日

に第２四半期累計期間の業績予想の修正の公表をいたしました。 

なお、通期業績予想につきましては、現状では受注が計画を上回って推移していることから、平成28年５月13

日公表の通期業績予想は修正いたしません。今後の市況や業績動向等を踏まえ、修正が必要と判断した場合は速

やかに開示いたします。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる損益に与える影響はありません。

 
（３）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,460,611 1,955,502 

受取手形及び売掛金 3,354,706 4,126,181 

商品及び製品 469,776 502,518 

仕掛品 1,894,673 1,642,045 

原材料及び貯蔵品 121,654 159,598 

その他 130,181 73,464 

貸倒引当金 － △510 

流動資産合計 9,431,603 8,458,800 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 908,170 824,731 

機械装置及び運搬具（純額） 357,452 305,529 

土地 488,099 484,534 

その他 196,225 178,314 

有形固定資産合計 1,949,948 1,793,111 

無形固定資産 81,872 72,713 

投資その他の資産    

投資有価証券 876,161 808,058 

関係会社出資金 101,430 80,509 

その他 60,975 57,849 

貸倒引当金 △4,798 △4,798 

投資その他の資産合計 1,033,769 941,618 

固定資産合計 3,065,589 2,807,443 

資産合計 12,497,193 11,266,244 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,761,123 1,928,790 

短期借入金 3,162,000 3,446,000 

1年内返済予定の長期借入金 244,448 189,044 

未払法人税等 36,930 26,914 

賞与引当金 102,597 105,375 

製品保証引当金 86,275 88,212 

その他 517,206 492,755 

流動負債合計 6,910,582 6,277,092 

固定負債    

長期借入金 318,010 246,670 

退職給付に係る負債 731,509 705,871 

その他 209,294 184,405 

固定負債合計 1,258,813 1,136,947 

負債合計 8,169,395 7,414,039 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,837,500 5,837,500 

利益剰余金 △1,191,787 △1,439,294 

自己株式 △100,944 △101,247 

株主資本合計 4,544,768 4,296,957 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △5,229 6,387 

為替換算調整勘定 △187,966 △432,379 

退職給付に係る調整累計額 △23,773 △18,761 

その他の包括利益累計額合計 △216,970 △444,753 

純資産合計 4,327,797 3,852,204 

負債純資産合計 12,497,193 11,266,244 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 4,131,573 5,123,498 

売上原価 3,442,124 4,113,515 

売上総利益 689,449 1,009,982 

販売費及び一般管理費 1,128,259 1,207,275 

営業損失（△） △438,809 △197,292 

営業外収益    

受取利息及び配当金 2,608 2,425 

為替差益 315 － 

受取技術料 6,142 6,413 

受取補償金 46,093 － 

受取賃貸料 9,618 14,734 

その他 15,501 16,729 

営業外収益合計 80,280 40,303 

営業外費用    

支払利息 37,132 36,371 

持分法による投資損失 10,452 901 

為替差損 － 14,601 

その他 4,851 7,973 

営業外費用合計 52,437 59,848 

経常損失（△） △410,966 △216,837 

特別利益    

固定資産売却益 2,263 － 

関係会社出資金売却益 10,422 － 

特別利益合計 12,686 － 

特別損失    

固定資産売却損 － 244 

減損損失 － ※ 22,000 

特別損失合計 － 22,244 

税金等調整前四半期純損失（△） △398,280 △239,082 

法人税、住民税及び事業税 4,224 4,955 

法人税等調整額 3,251 3,468 

法人税等合計 7,475 8,424 

四半期純損失（△） △405,756 △247,506 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △405,756 △247,506 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純損失（△） △405,756 △247,506 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △9,567 11,617 

為替換算調整勘定 25,773 △141,579 

退職給付に係る調整額 4,953 5,012 

持分法適用会社に対する持分相当額 △16,768 △102,833 

その他の包括利益合計 4,390 △227,782 

四半期包括利益 △401,365 △475,289 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △401,365 △475,289 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △398,280 △239,082 

減価償却費 157,414 130,792 

減損損失 － 22,000 

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 510 

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,302 5,307 

製品保証引当金の増減額（△は減少） 16,382 1,936 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △15,938 △20,598 

受取利息及び受取配当金 △2,608 △2,425 

支払利息 37,132 36,371 

為替差損益（△は益） △15,530 11,880 

持分法による投資損益（△は益） 10,452 901 

固定資産売却損益（△は益） △2,263 244 

固定資産除却損 4 2,296 

関係会社出資金売却益 △10,422 － 

売上債権の増減額（△は増加） 1,211,568 △784,317 

たな卸資産の増減額（△は増加） △432,310 121,520 

未収消費税等の増減額（△は増加） 103,204 43,980 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 29,654 6,300 

仕入債務の増減額（△は減少） △609,510 △794,865 

その他の負債の増減額（△は減少） △81,172 16,040 

小計 △6,527 △1,441,204 

利息及び配当金の受取額 2,608 2,425 

利息の支払額 △37,159 △36,016 

法人税等の支払額 △26,561 △36,090 

法人税等の還付額 2,637 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー △65,001 △1,510,885 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △34,816 △70,326 

有形固定資産の売却による収入 12,730 68 

無形固定資産の取得による支出 △3,472 △1,478 

関係会社出資金の売却による収入 81,187 － 

その他の支出 △1,143 △834 

その他の収入 4,158 756 

投資活動によるキャッシュ・フロー 58,642 △71,813 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △484,000 284,000 

長期借入れによる収入 400,000 － 

長期借入金の返済による支出 △105,744 △126,744 

自己株式の取得による支出 △439 △303 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △27,635 △28,517 

財務活動によるキャッシュ・フロー △217,818 128,435 

現金及び現金同等物に係る換算差額 16,339 △50,845 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △207,837 △1,505,109 

現金及び現金同等物の期首残高 2,328,689 3,460,611 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,120,851 1,955,502 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 減損損失 

当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 

用途 場所 種類 金額（千円） 

事業用資産 
アピックヤマダ株式会社 

吉野工場 
建物、機械装置、土地等 22,000

当社グループは、事業用資産については、工場ごとにグルーピングしております。 

事業用資産のうち、電子部品事業に供している吉野工場について収益環境が悪化したため、帳簿価額を回収可

能価額まで減額し、当該減少価額を減損損失として特別損失に計上しております。その内訳は、建物及び構築物

3,281千円、機械装置及び運搬具8,606千円、土地3,564千円、リース資産5,487千円、その他固定資産1,059千円で

あります。 

なお、当該資産グループの回収可能価額は正味売却価額により測定しており、処分価額又は鑑定評価額であり

ます。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

 
電子部品 
組立装置 

電子部品 
その他 
（注） 

売上高        

外部顧客への売上高 2,873,461 885,345 372,767 4,131,573 

セグメント間の内部売上高又は振替高 18,901 7,084 80,979 106,965 

計 2,892,362 892,429 453,747 4,238,539 

セグメント利益又は損失（△） △13,716 △144,768 39,490 △118,995 

(注)「その他」の区分は、リード加工金型及びリードフレーム生産用金型の調達・販売等を行っております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 △118,995

 セグメント間取引高消去 －

 全社費用（注） △319,814

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △438,809

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

 
電子部品 
組立装置 

電子部品 
その他 
（注） 

売上高        

外部顧客への売上高 4,345,665 548,919 228,913 5,123,498 

セグメント間の内部売上高又は振替高 2,409 3,092 78 5,579 

計 4,348,075 552,011 228,991 5,129,078 

セグメント利益又は損失（△） 193,111 △104,158 13,726 102,679 

(注)「その他」の区分は、リード加工金型及びリードフレーム生産用金型の調達・販売等を行っております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 102,679 

 セグメント間取引高消去 －

 全社費用（注） △299,972 

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △197,292

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償

却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を適用し、平成28年

４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更してお

ります。

これによる報告セグメントの利益又は損失に与える影響はありません。

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「電子部品」セグメントにおいて固定資産の減損損失を計上しております。尚、当該減損損失の計上額

は、当第２四半期連結累計期間においては22,000千円であります。 
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